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1Q はお互いマンツーマンでスタート。最初の 5 分は高岡工芸♯4･♯5 のドライブ･富山工業は♯4 

のスリーポイント･♯5 のゴール下でスコアを重ねるが両チームとも堅い DF で点数が入らない。その 

後も膠着状態が続くが高岡工芸♯4 のアンドワンから流れが高岡工芸に傾き始める。高岡工芸♯14 

の連続 3 ポイントや♯5 のレイアップなどで点差を広げ 23－12 で 1Q を終えた。高岡工芸は 2Q 

も攻撃の手を緩めることは無かった。♯14のスリーポイント♯4 の力強いドライブなどで 2Q 開 

始 3 分で 12－0 のランで富山工業を突き放す。富山工業も♯11･♯4･♯9 のドライブで食らいつ 

くが、高岡工芸の激しい DFからのファストブレイクや高確率のアウトサイドシュートが決まり 

2Q目は 55－21 と 1Q からさらに点差を広げ高岡工芸リードで前半を終えた。 

3Q目も前半と同様にマンツーマンでスタート。♯4の連続得点で富山工業に流れが傾き始める。 

しかし高岡工芸も簡単に反撃は許さない。♯7 のスリーポイントや♯9のドライブからのレイア 

ップで点差を詰めさせない。しかし富山工業♯4 のジャンプシュートや♯6のドライブで対抗す 

る。後半火が付いた富山工業が点差を縮め 70－43 で 4Q 目を迎える。4Q高岡工芸は嫌な雰囲気 

を断ち切るように♯14 がこの日当たっているスリーポイントを沈める。このまま終わるかと思 

われたが、富山工業が意地を見せる。♯5 がゴール下で体を張り続け、高岡工芸のインサイド陣 

のファールを引き出し、フリースローやポストプレイで得点を稼いでいく。しかし反撃もここま 

でであった。高岡工芸のスリーポイントがこのクォーターも決まり追いすがる富山工業を振り 

切り、高岡工芸が 88－68 で勝利。13 年ぶりのウインターカップ出場を決めた。 
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